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神緑会学術誌 第15巻1999年

退官教授の歩み

我 が 母 校

医学 部50年 史 と図書 館 ステ ン ドグ ラスに よせ て 一

前神戸大学医学部生理学第一講座教授

神戸大学名誉教授 岡 田 安 弘(37年 卒)

私が神戸大学医学部に着

任 して18年 が過 ぎ,は や退

官 を迎 えた.時 間は知 らな

い うち に過 ぎ去 る とい う

が,18年,い やそれよ りず っ

と以前 この大学で学生時代

を謳歌 した頃か ら,43年 の歳月が全 く無意識の

うちに過 ぎ去 って しまった ような気がする.

篠 山での 自然 と ともにあ った教 養時代の生

活,女 学校 を改造 したあの基礎校舎の講義 と実

習,木 造の臨床講堂,そ して新 しく建 った大学

院のための校舎,自 治会やクラブ活動で思 う存

分活動 したこと(そ の うちの三つ…コーラス,

ESS,ド イッ語研究会 は今 もまだ現役 として活

動 を続けてい る),横 須賀の米 国海軍病院で イ

ンターンをしたあ と,母 校には帰 って来ないで

脳 生理学 を専攻 した こと,そ の ために東京,

St,Louis,Frankfurt/Mな ど様 々な土地 を転 々

とした こと,そ して18年 前母校の生理学講座 を

担 当すべ く胸ふ くらませて着任 したら,長 期間

にわたる しか も無意味 な教授排斥運動に直面 し

たこと,そ して長年その障害 と静かに闘わねば

ならなかったこ と,し か し研究 と教育の内容 に

つ いては決 して どの教室に もひけをとらない レ

ベ ルに発展 させ た こ と,中 枢神 経系 にお ける

GABAや アデ ノシ ンの役割 や,脳 紐 織 のエ ネ

ルギー代 謝 と神経 機能,さ らに膵臓 のGABA

と糖尿病な ど様 々な研究 に没頭 しなが ら,学 生

に 「生命 とは何 か」 とい うギ リシャ哲学には じ

まる生理学の教育 を したこと,神 戸大学医学部

創立50周 年 にちなんで,神 戸 大学 医学 部125年

の歴史 を1030頁 にわたる 「神戸大学医学部50年

史」(図1)と して編纂 し発刊 で きた こと(こ

の出版 には神緑会の方 々の大 きな御援助 をいた

だ き心 よ り感謝 してお ります),医 学部 図書館

長 として,新 しい図書館 の設計,新 築 に携わっ

たこと…….

今 の私に とっては,そ れ らは一本の長い時間

の流 れと してでな く,質 量をもった一つの点 と

して感 じられる.そ れ ら一つ ひとつの出来事の

意味 を考 える必要 はもうないか も知れないが,

確 かなことはそれら全てが立体的に融合 して今

の自分の形成に関与 していることだ.そ して も

う一つ確かなことは,私 が 母校が好 きであった

こ とだ.決 して国粋主義的な気持ちではないが,

私 は母校 を誇 りに思 っていた.私 が学生諸君 と

相対す る時 も,教 授会で発言する時 も常 に母校
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図1神 戸大学医学部創立50周 年記念 に出版 された
「神戸大学医学部50年 史」.こ れらは年史(本

文1030頁),附 録(学 位記授与録261頁),写 真

集(目 で見 る125年 の あゆみ139頁)の ほか,

50年 史 出版後人事記録 を追補 した各講座人事

記録追補(30頁)か らなる莫大なものであった.
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の学 問的な レベルを上げ,少 しで も母校 を良 く

したい気持 ちを持 っていた.そ の ことが生理学

講座 の困難 な状 況にひるむことな く立 ち向かわ

せて くれた し,私 を東京やアメ リカ,ヨ ーロ ッ

パ そ して他 の国々に駆 りたて たのか も知 れ な

い.

私 は自分のこれか らの方向について,私 が今

迄研究 し,経 験 して きた生理学,生 命科学の 自

然科学的 アプローチの上に,生 命の意味 を考え

るべ く,京 都大学大学院で哲学 と生命倫理 の勉

強 を始めることと した.

今退官す るにあたって,自 分 を育てて くれた

母校 に感謝 しつつ,自 分の現在の気持 ちを三枚

の絵 に して,新 しい医学図書館 にステ ン ドグラ

ス(図2)を 寄贈 させていただいた.そ のステ

ン ドグラスの題は 「生命 といの ち」 とした.学

生諸君が良 き医師に成長 した とき,こ のステ ン

ドグラスを見て私 の講義の意味 を,そ して医学

とは何 かを理解 して下 さることだろ う.

図2 退官記念 として私がデザイン し,医 学図書館に寄贈 したステン ドグラス(一 枚116cm×116cm).

左の絵の図案 はDNAの 二重 らせん構造を示 してお り,生 命の物質的側面であることからsubstantia(実 体)

をテ ーマ とした.右 の円 と線の構造 はシステム としての ホメオスタシス(homeostasis)を 示 し,attribu-

tum(属 性)と した.中 央 には紅い椿の花 を描いた.紅 い花 には紅い花の遺伝子 が,花 び らの形の違いには

異 なった花び らの遺伝子が関係 しているだろう.そ してそれらの物質 と物質のつながりが系 をつ くり生命 を

形成 している と言 えるだろう.し か し生命 を構成する物質 を全て寄せ集めて系 をつ くらせたら,紅 い花,紅
い生命 といのちができるだろうか.

紅 い花の生命 といのちは紅い花の中にあり,花 全体の中にある.こ のことか らこのステン ドグラスの題 を「生

命 といのち」 とさせていただいた.
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